
社会福祉法人葉山町社会福祉協議会 

令和 6年能登半島地震及び豪雨災害被災地ボランティア活動支援事業実施要綱 

 

（目的） 

第 1 条 この要綱は、社会福祉法人葉山町社会福祉協議会（以下「葉山町社協」という。）が、

令和 6年能登半島地震及び豪雨災害による被災地（以下「被災地」という。）に赴き、被災

地支援のためにボランティア活動を行った者に対し、ボランティア活動保険の保険料相当

額及び交通費等の一部を助成するために必要な事項を定める。 

 

（対象者） 

第 2 条 被災地を支援するボランティア活動を行った葉山町民で、次の各号のいずれかに該当

するものとする。 

（1）葉山町社協福祉活動登録の個人会員 

（2）葉山町社協福祉活動登録団体の会員 

（3）その他、葉山町社協会長が認めた者 

 

（助成金の額） 

第 3条 助成金は年度につき２回に限り交付するものとし、その額は、次のとおりとする。 

（1）被災地の支援に際して加入したボランティア活動保険（社会福祉法人全国社会福祉協議

会が団体契約したものに限る。）の保険料相当額 

（2）被災地までの交通費、支援準備金その他必要経費の一部として 1人につき 5,000 円。た

だし、5人以上で構成された団体が、被災地まで主に車両を運行してボランティア活動を行

った場合は、1団体につき 20,000 円とする。 

 

（申請） 

第 4条 助成金の交付を受けようとする者は、ボランティア活動終了後できるだけ速やかに、次

に掲げる書類を葉山町社協に提出するものとする。 

（1）能登半島被災地ボランティア活動助成金申請書・報告書 

（2）ボランティア活動証明書（証明書発行元の情報及び活動内容が確認できる団体が発行す

るものに限る。） 

（3）ボランティア活動保険の保険料を支払ったことを証する書類（葉山町社協でボランティ

ア活動保険に加入した者を除く。） 

 

（その他） 

第 5条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項については、葉山町社協会長が定める。 

 

附 則 

この要綱は、令和 6年 10月 1日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和７年４月 1日から施行する。 



 

能登半島被災地ボランティア活動助成金申請書・報告書 

令和  年  月  日 

社会福祉法人葉山町社会福祉協議会 会長 

 

申請者 住 所                     

 

                  氏 名                     

 

連絡先                     

（団体にあたっては代表者を記載） 

 

 能登半島地震及び豪雨災害の被災地を支援する活動を行ったので、「令和 6年能登半島地震

及び豪雨災害被災地ボランティア活動支援事業実施要綱」第 4条の規定により、活動内容を報

告のうえ助成金の交付を申請します。 

 

助成金申請額            円 

（内訳 ボランティア活動保険相当額      円 交通費の一部        円） 

 

活動内容（該当箇所に✓を入れて必要事項を記入してください） 

活動期間 令和  年   月   日 ～ 令和  年   月   日 

本会登録 □ 個人登録  □ 団体登録  □ 未登録 

活動形態 □ 個人  □ 団体（4人以内）  □ 団体（5人以上） 

保険加入 □ 本会（加入日 令和  年  月  日） □ 他社協 

□ ボランティア活動保険Bプラン 加入者   人 

□ その他（                ）加入者   人 

□ ※加入者は被災地で活動した人数を記載してください。 

主な交通手段 □ 車両 □ その他（                ） 

活動地域  

 

活動内容  

 

※団体は被災地で活動された方の名簿を提出してください。 

※災害ボランティアセンター等で発行する活動証明書を添付してください。 

受 領 書                        令和  年  月  日 

葉山町社会福祉協議会 会長 

 

 合計            円 受取りました。氏名                 


